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め
て
山
巡
を
決
定
し
創
造
す
、
ろ
事
な
と
く
そ
れ
な
の
で
あ
っ
た
Q
彼
矯

ら
の
嘗
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
雑
念
諭
ぼ
「
實
践
的
な
ろ

齪
念
論
し
な
の
で
あ
る
（
当
芋
二
四
九
頁
）
。
そ
の
籍
を
我
々
ほ
忘
れ
て

に
な
ら
な
い
。

　
人
ほ
今
し
き
り
に
華
墨
か
説
く
α
し
か
し
實
践
の
深
き
哲
學
的
根
線

を
捕
へ
得
六
幾
人
の
思
想
家
が
あ
ろ
で
あ
ら
う
か
。
哲
墨
が
単
な
る
解

駕
で
な
き
事
、
そ
れ
白
ら
一
つ
の
「
行
」
な
ろ
事
存
教
へ
る
事
ブ
イ
ヒ
テ

の
如
き
人
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
人
ば
歴
更
の
問
題
に
つ
き
、
祉
含

の
問
題
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
に
き
き
へ
ー
グ
ル
に
き
く
。
し
か
し
藁
の

轡
ハ
践
た
教
へ
う
も
の
ば
ブ
イ
ヒ
テ
で
ほ
な
か
つ
穴
で
あ
ら
う
か
。

　
多
年
ブ
イ
ヒ
テ
の
主
藩
の
醗
弾
～
望
事
し
て
ゐ
ら
れ
糞
友
、
木
村
氏

の
業
な
っ
て
、
西
田
先
生
の
序
文
に
惑
ま
れ
て
世
に
礎
で
た
。
親
し
く

そ
の
維
過
を
知
ろ
私
に
に
、
人
纂
な
ら
ぬ
瀧
肖
が
湧
く
。
か
つ
て
上
加
茂

な
る
君
の
家
に
共
に
ブ
イ
ヒ
テ
た
讃
ん
だ
人
々
の
内
、
淡
野
君
ほ
婆
．
北

に
、
粗
原
君
に
奉
天
に
、
し
か
し
て
鴬
貞
ら
も
引
責
に
移
ら
れ
六
。
我

々
の
生
活
ほ
あ
わ
た
だ
し
か
っ
た
Q
し
か
し
そ
れ
に
も
ま
し
て
我
が
國

の
思
想
界
の
潮
流
ほ
あ
わ
カ
だ
し
か
つ
れ
。
そ
の
目
ま
ぐ
る
し
い
幾
年

か
葎
君
ぱ
丹
念
に
知
識
學
の
醗
鐸
に
從
つ
た
の
で
あ
る
。
友
入
と
し
て

私
ほ
漉
の
書
の
完
成
な
喜
ば
す
に
ほ
を
れ
な
い
Q
い
か
に
そ
れ
が
些
少

の
ノ
も
の
一
と
げ
じ
…
孟
へ
、
《
目
2
り
も
此
の
書
に
關
係
一
な
轟
屑
つ
私
匡
、
｝
》
に
君
の
一

謬
の
良
否
な
言
ふ
纂
ば
計
さ
れ
な
い
Q
れ
ゾ
私
ほ
既
の
向
目
の
成
立
に
あ

六
っ
て
、
君
が
い
か
に
良
心
的
で
あ
っ
☆
か
た
人
ヵ
、
に
告
げ
た
い
Q
混

の
墨
書
の
い
つ
れ
の
頁
に
も
、
少
く
と
も
人
は
君
の
書
心
の
期
か
見
繊

　
　
　
　
新
鹿
紹
介

す
事
が
階
募
る
で
あ
ら
う
。
私
ぽ
庇
の
書
に
よ
っ
て
｝
人
で
も
多
く
フ

ィ
ヒ
テ
へ
の
親
密
な
得
る
に
到
る
纂
な
切
切
旧
す
る
。
　
　
へ
宵
岡
叛
正
顯
）

彙

報

心
理
官
階
書
會

　
…
月
二
十
三
謎
金
曜
午
後
三
二
よ
り
心
理
學
敏
室
に
於
て
左
の
獲
表

　
あ
．
り
。

　
　
セ
…
ム
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
　
由
牌
　
思
　
康
瀞
羽

　
、
青
年
の
交
友
止
活
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
脇
　
　
　
勝
　
　
嘉
讃

　
二
月
↓
ハ
β
金
曜
午
後
｝
二
時
よ
虞
ツ
心
柵
埋
込
争
敦
｛
髭
に
［
於
て
左
の
げ
渡
喪
あ

　
り
。

　
　
「
ハ
耳
玉
ミ
」
と
「
ハ
ヂ
ラ
ヒ
」
統
計
的
窪
窪
ト
よ
う
差
蹴
の
序
論
的

　
　
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
　
　
原
太
郎
鴛

　
　
激
脅
的
幣
示
作
用
　
　
　
　
　
　
　
毛
利
敦
丸
震

倫
理
學
會

　
二
月
七
日
零
墨
友
釣
館
に
於
て
左
の
講
演
あ
り
Q

　
　
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
作
品
本
尊
助
敏
萱
原

麗
　
疑
譜

印
画
彿
漱
潮
見

　
二
月
四
臼
夜
樂
友
會
館
に
於
て
左
の
請
演
あ
り
Q

　
世
親
の
性
絡
に
つ
い
て
　
本
學
名
勢
敏
授
松
本
文
三
郡
灘

七
九
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誓
學
研
究
　
第
頁
八
十
號

美
學
會

　
二
月
四
務
學
友
會
館
に
て

　
総
霊
と
爲
眞
　
　
　
　
　

藤
井
源
一
君

　
二
月
十
四
口
學
友
愈
館
に
て

　
　
カ
ン
ト
の
美
と
崇
高
に
つ
い
て
　
　
　
諏
澤
太
鄭
書

　
肢
倉
後
本
年
度
卒
業
磁
糠
鰻
若
党
欝
山
蜂
に
て
囲
く
。

寄
購
雑
誌

願奈信雄教大病
良濃理丁半濤

　縣　學題　理
教教 ?學需
i響1育育究　幸艮演

　　　　　集

…
彫
和
六
年
二
日
月

同1司1円同鋼同

月月月月∫」月

三
四
〇

十
ニ
ノ

五
六
入
ノ
ニ

薫
三
二

二
＝
二

寄
贈
一
書

蜜
殺
概
論

革
む
る
者
滅
ぶ
る
者

　
　
　
　
　
金
鵠
丈
藪
第
十
一

灘
。
市
川
五
耶
兵
衛
實
親

高
瀞
畳
昇
著

甲
子
祉
獲
麟
　
金
燕
謄
躍
拾
鑓

安
岡
躍
延
著

金
鶏
學
院
刊
　
　
　
　
戴
拾
喪

菅
源
兵
治
著

同
　
　
院
刊
　
　
　
載
拾
鍍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

昭
和
五
年
度
卒
業
論
文
題
園

　
◎
哲
畢
專
攻

コ
ー
ヘ
ン
の
論
理
に
於
け
る
法
則
的
煎
”
遍
の
問
題

理
性
的
な
る
も
の
と
現
實
的
な
う
も
の

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
望
月
由
弘
劇
に
つ
い
で
、

行
矯
の
道
徳
性
の
先
験
的
原
理

ブ
イ
ヒ
テ
の
自
我

存
在
の
概
念
に
就
い
て

ベ
ル
グ
ソ
ン
に
於
け
る
物
賓
の
問
題

論
理
性
の
本
質

歴
史
的
存
在
看
と
し
て
の
個
雛
の
論
理

内
と
外
の
赫
謹
法
的
双
闘
欝
立
畑
町
考
桝
料

へ
1
ゲ
ル
精
紳
現
象
墨
’
に
關
す
る
」
考
察

羅
野
知
を
論
ず

歴
史
哲
學
の
問
題

哲
學
鰹
系
の
歴
史
的
地
位

賞
問
者
の
自
暴

　
　
◎
西
洋
哲
理
隻
慰
攻

カ
ン
ト
に
於
け
る
一
撮
A
目
理
性
の
問
題

カ
ン
ト
哲
學
に
於
け
ろ
統
覚
に
つ
い
て

霞
。
江
胃
の
哲
學
に
於
け
る
宗
教
雛
験
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8
箋
影
陰
湿
置
場
。
も
＝
切

カ
ン
｝
の
構
想
力

　
　
◎
印
度
暫
鰻
專
攻

龍
樹
以
前
に
於
け
る
暗
問
及
空
間
に
就
い
て

　
　
◎
変
那
暫
學
史
轟
攻

老
子
哲
學
の
一
考
察

　
　
◎
8
5
理
墨
貸
蔵

交
友
關
係
よ
り
見
攣
る
青
年
の
就
交
性

考
讐
旦
包
冒
ヨ
霧
の
心
理
學
と
其
特
長

　
　
　
昭
和
五
年
度
　
卒
業
論
文
題
毬

カ
ン
ト
の
合
目
的
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
田
　
五
　
郎

形
弼
上
墨
史
に
於
け
ろ
認
識
問
趣
に
就
い
て
　
　
石
森
喜
線
磁

文
化
の
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
塚
　
松
　
罷

純
粋
理
機
の
二
律
背
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
　
本
　
　
　
満

純
粋
理
性
批
判
の
経
験
的
貸
在
性
と
先
験
的
槻
念
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
坂
純
　
郡

リ
ソ
ケ
ル
ト
の
儂
繊
概
念
に
就
い
て
　
　
　
岡
本
芳
之
助

ヘ
ド
ゲ
あ
切
｝
回
ぎ
塁
回
。
ざ
σ
・
…
。
量
。
Φ
謬
。
・
に
つ
い
て

　
i
其
く
。
霞
Φ
ロ
Φ
た
申
心
と
し
て
一
　
　
　
謁
　
本
　
六
　
酪

存
在
及
び
歴
更
に
於
け
る
個
入
の
膚
由
罪
白
由
の
㎎
題
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
鎧
　
　
雨

ハ
ン
ス
ド
耳
ー
シ
ユ
に
於
沖
り
る
秩
序
韻
学
よ
り
現
佛
録
學
へ
の
繊
柳
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
徳
保
男

カ
ン
ト
の
論
丈
．
．
U
O
塁
≡
蝕
㎝
豊
甑
び
蕪
。
・
路
面
O
ぎ
〔
窪
α
q
剛
び
…
H
騨

　
　
　
　
　
　
。
　
　
．
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
」
　
　
　
一

恒脇

吉

t．TS勝
itu1

藥四

白

弾

啓

江　　矢反

酒　野保

　　貞光
寛　　一一一一

「
ハ
ニ
カ
ミ
し
と
「
ハ
ヂ
ラ
ヒ
し
統
計
的
材
料
に
よ
る
遜
恥
の
序

　
論
的
一
研
究

暗
示
作
用
に
就
て
荘
干
の
考
察

睡
眠
に
つ
い
て

小
細
謹
児
童
の
記
憶
に
就
い
て

姓
格
　
　
◎
倫
理
學
轟
攻

カ
ン
ト
倫
一
理
爆
堕
の
「
内
容
」
に
つ
い
て

ト
…
マ
ス
．
．
ヒ
ル
、

カ
ン
不
の
甦
徳
盤
と
這
徳

道
徳
の
原
理
に
就
い
て

祉
會
道
徳
の
葎
績
と
推
移

實
蹉
に
於
け
る
罪
合
理
性

超
越
論
的
自
歯
の
可
能
性
と
必
然
性

　
　
◎
敏
蕎
學
漱
擾
法
專
攻

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
署
の
「
醸
春
の
夕
暮
」

石
門
心
學
に
つ
い
て

教
育
的
愛
の
本
質
た
求
め
て

美
育
書
簡
の
解
程
為
中
心
と
し
て

ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
の
白
窺
然
の
貼
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
｝

に
就
い
て

ナ
ト
ル
プ
の
祇
會
的
教
育
學
の
こ
面
の
研
究
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暫
學
研
究
　
第
百
八
十
號

　
　
◎
萎
攣
菱
術
史
專
攻

中
國
詩
歌
の
形
式
論
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
　
貴

丈
墨
・
に
於
て
藝
術
…
的
な
る
も
の
i
言
語
象
徴
存
中
心
に
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
澤
　
燈

周
交
派
画
水
叢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
修
二

ゆ
。
・
9
。
く
。
蕊
。
。
導
喜
畠
一
華
の
考
察
主
と
し
て
音
樂
表
現
力

　
の
問
題
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
　
　
源

永
徳
の
花
鳥
金
碧
鑑
に
於
け
ろ
権
圓
法
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
一

カ
ン
ト
の
美
學

嵩
。
ぎ
膏
7
を
，
9
自
鐸
に
就
て

葵
衛
史
構
成
の
背
後
に
在
ろ
者

カ
ン
ト
の
「
美
的
鋼
漸
力
批
鋼
し
の
梗
概

音
樂
の
作
品
と
演
癸

　
　
◎
聚
徴
畢
、
憲
攻

宗
数
に
關
す
ろ
二
三

（
ー
ゲ
か
の
宗
教
哲
學
に
蕊
い
て

　
　
◎
滝
會
學
憲
攻

融
會
學
上
よ
り
見
六
ろ
齎
本
現
行
法
制

臣筆

画諏力鐸排池土

愚澤藤藤田居
知太一卓春次

行郎雄給樹齢

舵
武
孝
次
郎

關
　
根
　
　
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
漉
蝿
治

精
紳
誌
科
學
の
テ
イ
ル
タ
イ
に
よ
る
纂
礎
付
け
と
融
會
學

階
級
閥
争
の
批
愈
學

　
　
◎
佛
微
學
轟
攻

今
弾
策
二
郎

丹
　
澤
次
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ご

秘
期
佛
教
に
於
け
ろ
業
輪
廻
思
想
に
就
い
て
　
　
寺
　
林

親
磁
…
聖
人
の
佛
性
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
　
日
　
正

婆
慧
の
識
韓
礎
観
（
そ
の
唯
識
三
十
頚
羅
存
毒
心
と
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
尾
雅

日
蓮
教
義
の
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
国
　
四

世
親
に
於
け
る
唯
識
思
想
と
浄
土
患
想
　
　
曾
我
薪

虚
空
藏
菩
薩
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
匡

夫 潤夫作郎人


